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これまで学校が取り組んできた「教育の情報化」「エドテック」に関するアンケート結果 

校 長  谷口源太郎 

毎日暑い日が続いています。保護者の皆様におかれましては，いかがお過ごしでしょう

か。7 月 15 日～18 日にかけて、学校が昨年度からの取り組んでいる「教育の情報化」

「エドテック」に関する保護者及び子どもへのアンケート調査を行いました。その結果が

集計できましたのでお知らせします。回答数１６４/457、質問項目は 7 項目、4 段階で

評価していただきました。学校としての考えも掲載してあります。 

 

   

質問１（「教育の情報化」の取組），２（学校からの情報発信）ともに３そう思う、４とて

もそう思うが合わせて 97.6％でした。学校は今後とも積極的に取り組んで参ります。 

 

   

質問３（デジタル通信システムの取組）が 9５．１％。これまで「安心安全メール」とし

て活用してきた学校と家庭を繋ぐ通信システムを、緊急メールとしての機能だけではなく、

学校と家庭を繋ぐ様々な通信手段として有効に活用していきたいと思います。 

質問４（コロナ対応に伴う YouTube 配信）については８９．６％。YouTube 配信に

ついては、よかったという意見がある反面、子どもの様子が分かりづらい、見えづらいと

いうご意見もありました。学校としては工夫しながらよりよい配信に努めていきます。 



   

質問５（アナログとデジタルを組み合わせた学習指導の取組）が 9３．９％。学校は、デ

ジタルによる学習指導だけでなく、アナログの学習も大切にしながら、アナログ学習の何

を残し、何をデジタルに変えるべきかを研究しています。現在、３年生以上に iPad が配備

されており、１，２年生は２月ごろに iPad が配備される予定です。下学年でもタブレット

端末を活用した授業実践が増えてきています。２学期の授業参観等でも見ることができる

機会が増えていくことと思います。 

質問６（コロナ対応に伴う「学びの保障」のためのオンライン授業の取組）については、

９７．５％。がよい、たいへんよいと回答しています。接続等のトラブルやオンライン授業

の聞き取りづらさ、見えづらさなどがあるとの意見もありました。学校としては、誰一人

取り残すことなく「学びの保障」をするために様々な実践を積み重ねながらよりよい授業

づくりに努めていきます。 

 

 

オンライン授業全般についての質問 

 児童は、学校を休んでも普段の授業のよう

に安心して学習することができるや落ち着い

て学習できる、授業の遅れる心配がないなど

のメリットを感じている。 

 保護者は、生活リズムが不規則になりがち

だが、オンライン授業があれば学習面も生活

面でも不安がなくなるとのメリットを感じて

いることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育の情報化」全般についての質問 

 学校の取組に対してよい、とてもよいと評

価している９７．６％の保護者の方々の具体

的な感想が書かれています。学校として大変

ありがたく思います。本校の取組は、本校だ

けにとどまらず、全県下の学校の参考にもな

っています。保護者からいただいた感想や意

見を支えにして、学校はさらに取組を進めて

いきたいと考えています。 

 

 

 

 


